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筆
者
が
勤
務
す
る
東
京
工
業
大
学
グ
ロ
ー
バ
ル

原
子
力
安
全
・
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
・
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
教

育
院
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
原
子
力
危
機
分
野
に
お

い
て
国
際
的
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
躍
す
る
人
材
を

育
成
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
修
士
・
博
士
一
貫

学
位
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
。
本
院
の
活
動
の
一
環

と
し
て
、
国
内
外
に
お
い
て
実
習
・
研
修
を
実
施

し
て
い
る
。
九
月
十
日
～
二
二
日
に
か
け
て
欧
州

研
修
を
実
施
し
た
。
参
加
学
生
は
、
修
士
課
程
二

年
の
学
生
二
名
（
日
本
人
、
中
国
出
身
各
一
名
）、

修
士
課
程
一
年
の
学
生
五
名
（
日
本
人
二
名
、フ
ィ

リ
ピ
ン
、
南
ア
フ
リ
カ
、マ
レ
ー
シ
ア
出
身
各
一
名
）

の
計
七
名
。
院
長
と
筆
者
ら
ス
タ
ッ
フ
四
名
が
引

率
者
と
し
て
同
行
し
た
。
訪
問
先
は
、リ
ト
ア
ニ
ア
、

オ
ー
ス
ト
リ
ア
、ス
イ
ス
三
ヶ
国
の
大
学
、研
究
所
、

国
際
機
関
、
大
使
館
な
ど
で
あ
る
。

　

リ
ト
ア
ニ
ア
の
カ
ウ
ナ

ス
工
科
大
学
で
は
原
子

力
分
野
の
国
際
協
力
と

テ
ロ
対
策
を
テ
ー
マ
と
し

て
、
先
方
の
学
生
た
ち
と

グ
ル
ー
プ
討
論
・
発
表
を

丸
一日
行
っ
た
。
カ
ウ
ナ
ス

で
は
杉
原
千
畝
記
念
館
も

訪
問
し
た
の
は
印
象
深
い
。

在
リ
ト
ア
ニ
ア
日
本
大
使

館
で
は
、
ビ
サ
ギ
ナ
ス
原

子
力
発
電
所
建
設
計
画
を

含
む
広
い
範
囲
の
両
国
の

協
力
に
つ
い
て
大
使
か
ら

直
接
話
を
聞
け
た
。ウ
ィ
ー

ン
で
は
、
国
際
原
子
力
機

関
と
包
括
的
核
実
験
禁
止

条
約
機
関
準
備
委
員
会
、

並
び
に
在
ウ
ィ
ー
ン
国
際
機
関
日
本
政
府
代
表
部

を
訪
問
し
、
国
際
的
な
場
で
の
仕
事
を
学
ぶ
機
会

を
得
た
。
ま
た
、
国
立
歌
劇
場
で
ワ
ー
グ
ナ
ー
の

オ
ペ
ラ
を
鑑
賞
し
、
欧
州
の
伝
統
文
化
を
知
っ
た

の
は
得
が
た
い
体
験
で
あ
る
。
ス
イ
ス
で
は
、
放

射
性
廃
棄
物
の
地
層
処
分
に
関
す
る
研
究
施
設
を

二
ヶ
所
訪
問
す
る
こ
と
に
よ
り
、
八
月
に
訪
問
し

た
幌
延
の
同
様
な
施
設
と
の
違
い
に
つ
い
て
理
解

を
深
め
た
。
学
生
た
ち
は
、
滞
在
中
の
討
論
や
訪

問
を
通
し
、
数
多
く
の
質
問
や
意
見
を
述
べ
る
こ

と
で
、
積
極
的
に
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
と
思
う

　

さ
て
、
今
月
の
ウ
ィ
ー
ン
と
京
都
の
対
比
で
は
、

両
市
の
居
酒
屋
に
つ
い
て
述
べ
て
み
た
い
。
ウ
ィ
ー

ン
の
居
酒
屋
と
言
え
ば
ホ
イ
リ
ゲ
が
有
名
で
あ
る
。

自
家
製
ワ
イ
ン
と
簡
単
な
食
事
を
提
供
す
る
ホ

イ
リ
ゲ
は
、
十
七
世
紀
後
半
、
ト
ル
コ
と
の
戦
争

で
ウ
ィ
ー
ン
市
内
で
は
ワ
イ
ン
を
入
手
し
に
く
く

な
っ
た
た
め
、
人
々
が
郊
外
の
農
家
に
自
家
製
ワ

イ
ン
を
買
い
出
し
に
行
く
よ
う
に
な
っ
た
の
が
始

ま
り
と
言
わ
れ
て
い
る
。
一
七
八
四
年
に
ヨ
ー
ゼ
フ

二
世
が
ウ
ィ
ー
ン
の
農
家
に
ワ
イ
ン
の
販
売
許
可

を
発
令
し
て
以
来
、
そ
の
年
の
新
酒
を
販
売
す
る

よ
う
に
な
っ
た
。
新
酒
が
で
き
る
と
店
の
軒
先
に

モ
ミ
な
ど
の
木
の
枝
を
束
ね
た
も
の
が
吊
る
さ
れ

る
。
こ
れ
は
、
日
本
の
造
り
酒
屋
で
新
酒
の
時
期

に
軒
先
に
吊
す
杉
玉
を
彷
彿
さ
せ
る
。
ホ
イ
リ
ゲ

で
有
名
な
町
は
グ
リ
ン
ツ
ィ
ン
グ
な
ど
ウ
ィ
ー
ン

の
郊
外
九
カ
所
ほ
ど
に
点
在
し
て
お
り
、店
に
よ
っ

て
は
ウ
ィ
ー
ン
の
民
俗
音
楽
の
演
奏
が
楽
し
め
る

　
一
方
、
我
が
国
の
居
酒
屋
は
奈
良
時
代
に
遡
り
、

京
都
も
平
安
時
代
に
は
居
酒
屋
が
あ
っ
た
と
い
う
。

現
在
の
居
酒
屋
は
、
江
戸
時
代
の
煮
売
り
屋
や
角

打
ち
（
立
ち
飲
み
屋
）
の
発
展
形
で
あ
る
。
京
都
の

居
酒
屋
は
実
に
数
多
く
多
彩
で
あ
る
が
、
老
舗
や

名
店
が
い
く
つ
か
あ
る
。
千
本
中
立
売
に
あ
る
昭
和

九
年
創
業
の
「
神
馬
」
は
、
日
本
一の
居
酒
屋
と
の

呼
び
声
が
高
い
。
歴
史
あ
る
佇
ま
い
で
良
い
食
材
を

揃
え
て
い
る
。
二
条
川
端
の
「
赤
垣
屋
」
は
、
昭
和

九
年
の
創
業
、赤
い
ネ
オ
ン
と
提
灯
が
目
印
で
あ
る
。

冬
場
は
お
で
ん
が
お
す
す
め
。
先
斗
町
歌
舞
練
場

近
く
の
「
ほ
っ
こ
り
や
」
は
カ
ウ
ン
タ
ー
だ
け
だ
が
、

お
ば
ん
ざ
い
と
お
で
ん
が
お
す
す
め
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
紹

介
さ
れ
た
こ
と
が
あ
り
、
女
将
が
お
ば
ん
ざ
い
に
関

す
る
本
を
出
版
し
て
い
る
。
両
市
の
居
酒
屋
は
地
元

と
観
光
客
に
愛
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
似
て
い
る
。

　

余
談
で
あ
る
が
、
筆
者
が
ウ
ィ
ー
ン
赴
任
時
に
は

日
本
か
ら
の
訪
問
者
を
ホ
イ
リ
ゲ
に
案
内
し
た
り
、

家
族
や
仲
間
と
も
食
事
を
楽
し
ん
だ
。
今
回
も
国

際
機
関
に
勤
め
る
日
本
人
と
学
生
た
ち
の
懇
談
会

を
ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
が
一
時
住
ん
で
い
た
ホ
イ
リ
ゲ
で

開
催
し
た
。
京
都
で
は
京
大
入
学
直
後
に
先
輩
に

「
赤
垣
屋
」
に
連
れ
て
行
っ
て
も
ら
っ
た
。
現
在
も

「
ほ
っ
こ
り
や
」
を
よ
く
利
用
し
て
い
る
。
両
市
の
居

酒
屋
を
紹
介
で
き
た
幸
運
に
感
謝
し
つ
つ
、
上
記
ホ

イ
リ
ゲ
の
ス
ケ
ッ
チ
を
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

■
杉
本
純
東
工
大
特
任
教
授
前
京
大
教
授

元
原
子
力
機
構
ウ
ィ
ー
ン
事
務
所
長
■

杉
本
純
の
原
子
力
の
話
Ⅱ

ウ
ィ
ー
ン
と
京
都 
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ツーリスト・インフォ Tourist Info Vienna
１区 Albertinaplatz / Maysedergasse 角

毎日９時～ 19 時　 free WLAN 　無料 WiFi
日本語資料（無料）：月刊ウィーン・地図・観光&ホテル案内

◎◎ 空港送迎や観光は快適なメルセデスベンツで ◎◎
Tel. O676-700 3728（英語＆独語）

＊＊日本語でのご予約はメールでお早めにgekkan@utanet.at（翻訳仲介ボランティア）＊＊
料金例：空港〜ウィーン市内（３名様まで＋通常スーツケース２個まで）片道€35
別車種（４名様まで＋通常スーツケース４個まで）€35 ／５名様の場合は€52

月刊ウィーン 定期購読のご案内
～ウィーンから郵送で～ウィーン現地から微風をお送りします～

定期購読の手続きの順序  ⑴ 購読料を振り込み後に ⑵ メールか郵便で申し込み
⑴ 日本で定期購読をご希望の場合は１年分 9000 円を以下にお振込み下さい。

三菱東京 UFJ 銀行 金沢文庫駅前支店（支店コード 304）口座 0449986（有森トランスレーション）
または、日本の郵便口座 00210-3-77876（有森トランスレーション）

⑵ 上記の口座に購読料お振込み後、日本語で宛先（お名前＆住所）と送付開始号を
gekkan@utanet.at　宛にメールで、またはハガキや手紙で

K.Fukuda, Wildpretmarkt 1-7, A-1010 Wien  Austria  宛にお知らせ下さい。

弊社は「医療」「原子力」「産業」「放射線測定」などの各分野において
放射線を安全に有効利用するための機器やサービスをトータルに提供し

放射線の「利用」と「防護」の双方でお客様のニーズにきめ細かくお応えします。

http://www.c-technol.co.jp

日本語情報誌『月刊ハンガリージャーナル』「ウィーン便り」連載中
発行：日本ハンガリービジネスオフィス   www.hungarytoday.jp   jhbo@japhun.com

ミュージカル Raimund Theater シカネーダー SCHIKADENER
「魔笛」台本作家エマヌエル＆初演劇場支配人エレオノレ・シカネーダー夫妻の渦巻く愛の物語

ライムント劇場で９月 30 日世界プレミエのミュージカル
「シカネーダー」。オペラ「魔笛」の台本作家で、舞台俳優、
歌手、監督、詩人であり、劇場支配人のエマヌエル・シカネー
ダーと、妻の舞台俳優で後に劇場支配人となるエレオノ
レの、愛憎渦巻く劇場人生の物語である。ザルツブルク
で知り合った二人が結婚し、浮気し、不倫し、やがてウィー
ンで劇場再建のために、憎みあいながらもビジネスと割
り切って協力し、「魔笛」上演の成功とともに最後は仲直
りというハッピーエンド。「魔笛」上演を前に劇団員がい
がみ合うと、そこにモーツァルトの「魔笛」の中の音楽
が流れて、皆の心がなだめられ、落ち着くシーンがある。
シカネーダーが新しい構想で書き上げた台本「魔笛」な
しに、モーツァルトのオペラ「魔笛」は成立しなかったし、
エレオノレがいなければウィーンで「魔笛」の初演はな
かった。重い内容だがカラフルな舞台と衣装、こなれた
音楽と歌手により、楽しめるミュージカルになっている。

作曲と歌詞 Stephen Schwartz/ 台本 Christian Struppeck/ 演出 Trevor Nunn
写真提供：Szenenbilder SCHIKANEDER (c)VBW/Deen van Meer 2016

カウナス工科大学

www.dojo.titech.ac.jp


